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デ
ジ
タ
ル
標
高

地
形
図
を
広
げ
て

こ
の
度
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
中
庄
新
川
家
文
書
の
文
献

調
査
に
小
髙
道
子
氏
の
参
加
を
得
て
、
堺
伝
受
の
実
態
が
新

し
く
解
明
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
長
年
、
堺
の
中
世
･
近
世
文
化
に
関
心

を
持
つ
私
に
と
っ
て
（
大
げ
さ
な
言
い
方
だ
が
）
生
涯
最
高
の
喜
び
の
一
つ
で
あ
る
。

　

近
年
、
デ
ジ
タ
ル
標
高
地
形
図
（
日
本
地
図
セ
ン
タ
ー 
二
〇
〇
六
年
）
が
出
版
さ

れ
、
水
害
時
に
浸
水
の
被
害
地
が
一
目
瞭
然
に
わ
か
る
と
い
っ
て
購
入
す
る
人
が
多

い
と
い
う
。
試
し
に
大
阪
の
標
高
地
形
図
を
広
げ
て
上
町
台
地
を
南
に
進
む
と
、
大

阪
市
住
吉
区
の
住
吉
大
社
が
鎮
座
す
る
辺
り
は
西
か
ら
大
阪
湾
が
入
り
込
ん
で
一
つ

の
入
り
江
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
大
和
川
を
越
え
て
（
大
和
川
は
後
世
、

宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
に
付
け
替
え
ら
れ
た
河
川
な
の
で
こ
こ
で
は
無
視
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
）
堺
に
入
る
と
、
現
在
の
阪
堺
電
軌
阪
堺
線
の
線
路
一
帯
が
砂
堆
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
住
吉
の
入
り
江
と
堺
の
砂
堆
に
漁
民
た
ち
が
村
落
を
形
成

し
、
海
の
神
を
祀
り
、
港
町
と
な
り
、
交
易
が
盛
ん
と
な
っ
て
商
業
が
発
展
し
た
。

　

堺
で
行
わ
れ
た
古
今
伝
受
で
あ
る
「
堺
伝
受
」
を
論
ず
る
時
、
我
々
は
こ
の
地
形
、

そ
の
商
業
の
発
展
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

は
じ
め
に
お
断
り
す
る
が
、
「
古
今
伝
受
」
の
用
語
に
つ
い
て
、
古
い
、
近
世
初
頭

以
前
の
資
料
に
は
「
古
今
伝
受
」
と
あ
っ
て
、
「
古
今
伝
授
」
は
見
当
た
ら
な
い注

１

。
目

下
、
本
研
究
会
で
は
「
古
今
伝
受
」
に
統
一
し
て
い
る
。

遣
明
貿
易
に
よ
る

中
世
堺
の
繁
栄

堺
は
摂
津
国
と
和
泉
国
の
ま
さ
に
国
境
に
成
立
し
た
集
落
で

あ
る
。
国
境
は
現
在
の
大
小
路
（
堺
市
堺
区
）
辺
り
と
い
わ

れ
る
が
、
北
に
北
の
荘
、
南
に
南
の
荘
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が
応
仁
の
乱
の
頃
よ
り
爆
発

的
に
繁
栄
し
た
。
岡
見
正
雄
氏
の
論
文
「
室
町
ご
こ
ろ
」注

２

に
、
奈
良
興
福
寺
大
乗
院
の

尋
尊
の
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
一
五
年
六
月
二
日
条
か
ら
、

和
泉
堺
福
天
十
六
人
、
各
女
房
也
、
入
京
之
由
云
々
、
真
実
拝
見
者
在
之

云
々
、
又
京
都
之
賓
法
神
五
六
十
人
男
也
、
各
々
鸎
、
ニ
ワ
鳥
ヲ
頭
ニ
イ
タ
ヽ

ク
、
和
泉
堺
へ
行
向
之
由
下
向
云
々
、
此
説
共
比
興
事
、
一
天
下
申
合
、
希
有
事

也
云
々
。

と
引
用
し
、

乃
ち
京
都
か
ら
貧
乏
神
が
堺
へ
下
向
し
た
の
に
対
し
、
和
泉
の
堺
か
ら
は
福
天

が
十
六
七
人
も
上
京
し
、
而
も
夫
れ
が
女
房
で
あ
る
と
い
ふ
巷
説
も
伝
は
つ
て

中
世
堺
と
堺
古
今
伝
受
の
土
壌

鶴

﨑

　

裕

雄

＊
キ
ー
ワ
ー
ド

古
今
伝
受
・
堺
伝
受
・
中
世
都
市
堺
・
和
泉
国
土
豪
・
新
川
盛
政
の
和
歌
連
歌
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居
た
。
和
泉
の
堺
は
西
洋
の
所
謂
自
由
都
市
に
近
い
様
な
性
格
を
持
つ
て
ゐ
た

と
い
は
れ
、
多
く
の
文
化
荷
担
者
、
画
人
茶
人
連
歌
師
等
が
屡
々
戦
乱
を
避
け

之
処
に
集
り
、
や
が
て
近
世
文
化
の
一
大
淵
藪
を
な
し
て
ゐ
た
事
が
指
摘
宇
さ

れ
て
ゐ
る
。

と
コ
メ
ン
ト
を
記
し
て
い
る
。
私
（
鶴
﨑
）
は
中
世
堺
に
つ
い
て
、
い
つ
も
こ
の
一
説

を
思
い
出
す
。
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
の
い
う
文
明
一
五
年
（
一
四
八
二
）
は
応
仁

の
乱
勃
発
後
一
五
年
、
終
結
後
五
年
で
あ
る
。
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
の
記
主
尋
尊

の
堺
に
対
す
る
関
心
は
高
い注

３

。
繁
栄
す
る
堺
に
は
京
都
か
ら
戦
禍
を
さ
け
て
多
く
の

寺
院
が
移
転
し
た
。

　

堺
に
繁
栄
を
も
た
ら
し
た
一
大
原
因
は
遣
明
貿
易
と
応
仁
の
乱
で
あ
る
。
明
と
の

交
渉
は
応
安
四
年
（
一
三
七
一
）
以
降
に
始
ま
る
が
、
応
永
八
年
（
一
四
〇
一
）
に
室

町
幕
府
の
足
利
義
満
に
よ
っ
て
遣
明
貿
易
は
本
格
的
に
始
ま
っ
た
。
以
下
、
『
国
史
大

辞
典
』
５
（
吉
川
弘
文
館
）
を
参
照
し
て
遣
明
船
略
年
譜
を
掲
げ
る
。

　
　

 

出
発
年　
　

  

帰
朝
年

　

１
応
永
八
年
一
四
〇
一　
　

応
永
九
年

　

２　

一
〇
年　
　
　
　

 

一
一
年 

帰
国
に
「
勘
合
」
持
参
→
勘
合
貿
易

　

３　

一
一
年　
　
　
　

 

一
二
年 

第
一
次
勘
合
船

　

４　

一
二
年　
　
　
　

 

一
三
年

　

５　

一
三
年　
　
　
　

 

一
四
年

　

６　

一
五
年　
　
　
　

 

一
六
年

　

７ 

（
不
明
）　
　
　

（
不
明
） 

永
楽
六
年
（
中
国
暦 

一
四
〇
八

）
入
明
の
記
録

　

８ 

（
不
明
）　
　
　
　

一
八
年 

永
楽
八
年 

入
明
の
記
録

　

９
永
享
四
年
一
四
三
二　
　

永
享
六
年

　

10　

六
年　
　
　
　
　
　

八
年

　

11
宝
徳
三
年
一
四
五
一　
　

享
徳
三
年
一
四
五
四

　

12
寛
正
六
年
一
四
六
九　
　

文
明
元
年
一
四
六
九

　

13
文
明
八
年
一
四
七
六　
　
　

一
〇
年 ‌�

応
仁
乱
勃
発
後
、
瀬
戸
内
海
を
避
け
、
土
佐
沖
を 

迂
回
、
こ
の
時
、
湯
川
宣
阿
の
請
負

　

14　

一
五
年　
　
　
　

 

一
七
年 ‌�

甘
露
寺
親
長
弟
取
龍
首
座
乗
船
、
帰
国
は
同
年 

一
二
月
、
肥
前
五
島
列
島
に
到
着
、
堺
帰
港
は 

翌
年
七
月

　

15
明
応
二
年
一
四
九
三　
　

明
応
五
年

　

16
永
正
三
年
一
五
〇
六　
　
　

一
〇
年 

大
内
船
と
細
川
船
が
寧
波
で
抗
争

　

17　

一
七
年　
　
　

（
不
明
）

　

18
天
文
七
年
一
五
三
八　
　
　

一
〇
年 

大
内
船

　

19　

一
六
年　
　
　
　

 

一
九
年 

大
内
船

　

こ
の
よ
う
に
、
応
永
八
年
以
後
の
遣
明
船
渡
航
は
一
九
回
、
内
、
勘
合
船
は
一
七
回

で
あ
る
。
そ
の
内
、
寛
正
六
年
（
一
四
六
九
）
の
第
一
二
次
の
遣
明
船
派
遣
ま
で
は
幕

府
指
導
の
下
、
船
団
は
筑
前
の
博
多
に
集
結
し
て
中
国
大
陸
に
出
航
し
た
。
し
か
し

応
仁
元
年
（
一
四
六
七
）
の
応
仁
の
乱
勃
発
以
後
、
細
川
氏
の
関
わ
る
遣
明
船
は
大
内

氏
の
支
配
す
る
瀬
戸
内
海
を
避
け
、
堺
を
出
港
し
て
土
佐
沖
か
ら
直
接
東
シ
ナ
海
に

乗
り
入
れ
て
大
陸
に
向
か
う
航
路
を
取
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
遣
明
貿
易
の
利
益
は
直

接
堺
に
落
ち
る
こ
と
と
な
っ
た
。
甘
露
寺
親
長
の
日
記
『
親
長
卿
記
』
を
見
よ
う
。
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甘
露
寺
親
長
の

『
親
長
卿
記
』

甘
露
寺
親
長
は
応
永
三
十
一
年
（
一
四
二
四
）
甘
露
寺
房
長

の
嫡
男
と
し
て
生
ま
れ
、
後
花
園
･
後
土
御
門
天
皇
に
近
侍

し
た
実
務
官
僚
で
あ
る
。
文
明
元
年
（
一
四
六
九
）
正
二
位
、
明
応
元
年

（
一
四
九
二
）
権
大
納
言
に
昇
進
し
た
が
、
翌
年
、
官
を
辞
し
て
出
家
。
没
年
は
明
応

九
年
（
一
五
〇
〇
）
、
七
七
歳
で
あ
っ
た
。

　

親
長
の
弟
に
禅
僧
取
龍
首
座
が
い
た
。
『
親
長
卿
記
』
文
明
七
年
一
〇
月
二
八
日
条

に
「
自
泉
州
取
龍
首
座
上
洛
」
と
あ
っ
て
、
取
龍
首
座
は
泉
州
に
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
泉
州
と
は
堺
で
あ
る
。
こ
の
取
龍
首
座
は
文
明
八
年
の
第
一
三
次
遣
明
船
に
乗
船

し
て
明
に
渡
っ
た
経
験
が
あ
る
。
そ
し
て
文
明
一
五
年
の
第
一
四
次
遣
明
船
派
遣
に
は

再
び
居
座
と
し
て
乗
船
す
る注

４

。
居
座
は
遣
明
船
の
管
理
者
で
、
五
山
の
禅
僧
が
任
命

さ
れ
た
。
文
明
一
五
年
度
の
遣
明
船
は
幕
府
が
運
営
す
る
二
艘
と
内
裏
が
運
営
す
る

一
艘
か
ら
な
り
、
取
龍
は
内
裏
船
の
居
座
で
あ
っ
た
。
親
長
は
弟
を
見
送
る
た
め
堺
に

下
向
し
た
の
で
あ
る
。
以
下
『
親
長
卿
記
』
文
明
一
五
年
二
月
･
三
月
の
条
で
あ
る
。

　

二
月
廿
七
日　

午
後
、
出
京
。
夜
、
淀
を
乗
船
。
暁
方
渡（

渡

部辺
）

着

　
　
　

廿
八
日　

‌�

晴
．
早
且
自
渡
部
詣
天
王
寺
并
住
吉
等
、
次
詣
泉
州
境
南
庄
南
昌

庵
、
晩
有
鞠
、

　
　
　

廿
九
日　

‌�

晴
、
聞
久
世
舞
．
次
詣
正
法
寺
、
及
晩
正
法
寺
上
人
来
、
次
有
鞠
．

入
夜
入
風
呂
、

　

三
月
一
日
～
五
日
（
省
略
）

　
　
　
　

六
日　

‌�

陰
、
時
々
晴
、
有
鞠
、
依
地
混
早
止
了
、
今
日
予
書
付
太
刀
十
二

振
、
分
書
付
渡
鎮
蔵
主
本
蔵
主
了
、
用
脚
千
疋
借
用
、
龍
首
座
令

用
意
太
刀
、
令
渡
唐
也
帰
朝
時
一
陪
用

脚
可
返
遣
也
、

　
　
　
　

七
日
～
八
日
（
省
略
）

　
　
　
　

九
日　

‌�

晴
、
詣
桟
敷
、
金
剛
大
夫
勧
進
猿
等
也
鮒
鵬
、
藤
右
衛
門
振
舞

也
、
及
晩
雨
下
、

　
　
　

十
日
～
廿
四
日
（
省
略
）

　
　
　

廿
五
日　

‌�

晴
、
参
詣
南
庄
屋
天
神
、
又
参
詣
三
村
并
子
亥
御
前
等
、
次
詣
吉

祥
院
法
印
坊
、
度
々
来
臨
礼
也
、
及
晩
有
鞠
、
入
夜
吉
祥
院
来
、

又
小
嶋
三
宅
弥
三
郎
来
、
尋
鞠
故
実
、

　
　
　

廿
六
日
～
四
月
四
日
（
省
略
）

　

四
月
五
日　
　

‌�

晴
陰
、
入
夜
雨
下
、
自
小
嶋
二
号
船
着
岸
之
由
注
進
之
、
予
遣
唐

太
刀
十
二
振
、
今
日
出
来
、
渡
本
蔵
主
了
、

　
　
　

六
日
～
十
日
（
省
略
）

　
　
　

十
一
日　

‌�

晴
、
南
庄
柚
川
千
阿
死
去
、
七
十
七
云
々
、
希
代
之
徳
人
也
、

　
　
　

十
二
日　

‌�

晴
、
千
阿
今
日
荼
毘
、
貴
賎
見
物
成
市
、

　
　
　

十
三
日　

‌�

晴
、
自
肥
前
、
小
嶋
二
号
船
着
岸
境
津
、

　
　
　

十
四
日　

‌�

晴
、
新
黄
門
室
家
．
并
息
女
三
四
人
、
中
内
侍
衆
等
参
天
王
寺
之

次
、
此
辺
経
廻
、
今
日
唐
船
見
物
了
、

　
　
　

十
五
日　

‌�

晴
、
詣
新
黄
門
室
家
宿
、
有
酒
、
及
晩
有
鞠
、

　
　
　

十
六
日　

‌�

晴
、
女
中
今
日
帰
京
、
有
鞠
、
元
長
朝
臣
・
基
富
朝
臣
・
永
康
等

同
道
、

　

二
月
二
七
日
、
親
長
は
京
都
か
ら
淀
川
を
下
っ
て
難
波
の
渡
辺
に
着
き
、
翌
日
、
上

町
台
地
を
南
へ
、
天
王
寺
･
住
吉
社
に
参
詣
し
て
、
堺
南
庄
の
南
昌
庵
に
入
っ
た
。

着
く
と
早
々
、
蹴
鞠
を
行
っ
て
い
る
。
親
長
の
甘
露
寺
家
は
蹴
鞠
の
名
家
で
あ
る
。
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公
家
た
ち
は
地
方
に
下
る
と
各
家
の
専
門
的
な
蹴
鞠
や
和
歌
･
管
弦
な
ど
を
披
露
す

る
。
都
人
の
伝
統
的
な
文
化
を
憧
れ
る
地
方
の
有
力
者
た
ち
に
応
え
る
の
で
あ
る
。

　

滞
在
中
の
記
事
で
次
の
三
点
に
注
目
し
た
い
。
一
は
、
三
月
六
日
条
に
千
疋
の
借
金

を
し
て
太
刀
（
日
本
刀
）
十
二
振
を
注
文
し
た
こ
と
で
あ
る
。
割
注
に
「
帰
朝
時
一
陪

臣
用
脚
可
返
遣
也
」
と
あ
る
。
日
本
刀
一
二
振
り
を
渡
明
す
る
船
に
託
し
て
中
国
の

物
品
を
入
手
し
て
持
ち
帰
っ
て
日
本
で
売
却
す
る
と
倍
以
上
の
儲
け
に
な
っ
て
返
っ

て
く
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
弟
を
見
送
り
に
行
っ
た
親
長
は
、
弟
を
見
送
る
だ
け
で
な

く
、
収
入
の
伝
手
を
求
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
遣
明
貿
易
は
、
周
辺
の
者
に
余
財
を

も
た
ら
し
、
堺
に
富
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。

　

二
は
、
四
月
十
一
日
条
の
南
庄
柚
川
千
阿
の
死
去
の
記
事
と
翌
十
二
日
条
の
荼
毘

の
記
事
で
あ
る
。
柚
川
千
阿
は
堺
の
納
屋
衆
と
呼
ば
れ
る
有
力
商
人
の
一
人
湯
川
宣

阿
の
こ
と
で
、
文
明
八
年
の
遣
明
船
を
請
け
負
い
、
巨
万
の
富
を
得
た
と
い
わ
れ
る

「
希
代
之
徳
人
」
で
あ
る
。
こ
れ
が
七
七
歳
で
没
し
た
。
翌
日
火
葬
が
行
わ
れ
、
貴
賎

の
人
々
が
見
物
し
、
市
を
成
し
た
と
い
う
。
堺
の
住
民
に
と
っ
て
富
を
象
徴
す
る
伝

説
的
商
人
で
あ
る
。
次
の
遣
明
船
出
航
を
前
に
亡
く
な
っ
た
。
珍
し
い
巡
り
合
わ
せ

で
あ
る
。

　

三
は
、
直
接
に
は
堺
の
富
と
は
関
わ
り
は
な
い
が
、
四
月
十
四
日
条
の
「
唐
船
見

物
」
の
記
事
で
あ
る
。
新
黄
門
高
倉
永
継
の
妻
が
天
王
寺
参
詣
の
後
、
堺
ま
で
足
を

伸
ば
し
て
唐
船
を
見
物
し
た
。
唐
船
は
明
に
向
か
う
遣
明
船
で
あ
る
。
都
の
女
性
ま

で
も
見
物
に
赴
く
の
で
あ
る
。
永
継
は
親
長
の
息
子
甘
露
寺
元
長
室
の
父
、
永
継
夫

妻
は
息
子
の
嫁
の
両
親
、
一
族
縁
者
を
挙
げ
て
遣
明
船
を
見
送
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
親
長
の
長
子
氏
長
は
出
家
し
て
龍
霄
は
叔
父
取
龍
に
従
っ
て
同
じ
遣
明
船
に
乗
っ

た
。
と
も
あ
れ
遣
明
船
へ
の
関
心
は
高
か
っ
た
。

  

前
の
遣
明
船
略
年
譜
で
示
し
た
よ
う
に
文
明
一
五
年
の
第
一
四
回
遣
明
船
の
堺
帰
港

は
一
八
年
七
月
で
あ
っ
た
。
堺
海
会
寺
の
僧
、
季
弘
大
叔
の
日
記
『
蔗
軒
日
録
』
（
大

日
本
古
記
録 

岩
波
書
店
）
文
明
一
八
年
七
月
四
日
条
に
は
、

　
　

‌�

大
唐
帰
朝
之
船
、
此
日
着
岸
、
…
…
是
日
午
時
、
帰
国
大
船
三
艘
、
着
于
当

津
、
南
北
歓
声
喧
甚
云
、

と
記
さ
れ
て
い
る
。
堺
の
人
々
が
遣
明
船
の
着
岸
を
歓
迎
し
た
の
で
あ
る
。

三
条
西
実
隆
の

『
高
野
参
詣
記
』

砂
糖
に
蟻
が
群
が
る
よ
う
に
、
富
を
求
め
て
都
の
貴
紳
達
が

堺
に
集
ま
っ
た
。
堺
に
居
を
構
え
る
者
も
あ
れ
ば
、
堺
に
旅

す
る
者
も
あ
っ
た
。
大
永
四
年
（
一
五
二
四
）
に
は
三
条
西
実
隆
が
高
野
山
参
詣
の
往

復
、
堺
に
立
ち
寄
り
、
歌
会
や
連
歌
会
に
招
か
れ
て
い
る注

５

。
こ
の
頃
、
堺
に
は
牡
丹
花

肖
柏
が
居
を
構
え
て
い
た
。
こ
の
時
の
三
条
西
実
隆
の
紀
行
『
高
野
参
詣
日
記
』

（
「
高
野
山
道
の
記
」
『
実
隆
公
記
』
続
群
書
類
従
完
成
会
）
を
通
し
て
、
堺
の
人
々

が
伝
統
的
な
都
の
文
化
を
ど
の
よ
う
に
し
て
享
受
し
た
か
、
そ
の
具
体
例
を
眺
め
て

み
た
い
。

　

三
条
西
実
隆
は
康
正
元
年
（
一
四
五
五
）
の
生
れ
。
後
土
御
門
天
皇
･
後
柏
原
天
皇

に
近
侍
し
、
内
大
臣
と
な
っ
た
。
永
正
一
三
年
（
一
五
一
六
）
剃
髪
し
、
法
名
尭
空
と

名
乗
っ
た
後
も
参
内
し
、
後
柏
原
天
皇
･
後
奈
良
天
皇
に
仕
え
た
。
当
代
の
文
化
を

代
表
す
る
存
在
で
、
日
記
の
『
実
隆
公
記
』
や
日
次
歌
集
の
『
再
昌
草
』
に
は
公
家
を

始
め
、
幕
府
の
高
官
･
有
力
地
方
武
士
･
都
の
商
人
な
ど
様
々
な
階
層
の
人
々
が
登

場
す
る
。
実
隆
の
没
年
は
天
文
六
年
（
一
五
三
七
）
、
八
三
歳
で
あ
っ
た
。

　

大
永
四
年
（
一
五
二
四
）
四
月
一
九
日
に
伏
見
よ
り
淀
川
を
下
り
っ
て
、
実
隆
の
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『
高
野
参
詣
日
記
』
が
始
ま
る
。
天
王
寺
･
住
吉
社
に
詣
で
、
二
〇
日
に
堺
に
着
く
。

二
二
日
、
堺
衆
の
宗
珀
を
伴
っ
て
高
野
山
に
登
り
、
二
六
日
、
堺
に
帰
り
、
二
七
日
よ

り
五
月
朔
日
ま
で
堺
に
泊
ま
り
、
二
日
に
堺
を
発
ち
、
三
日
に
帰
洛
す
る
。
そ
の
間
、

往
路
に
一
日
、
復
路
に
四
日
、
特
に
帰
路
、
堺
の
人
々
と
の
文
事
の
交
流
が
行
わ
れ

た
。
以
下
『
高
野
参
詣
日
記
』
の
四
月
二
七
日
か
ら
五
月
一
日
を
見
よ
う
。

　
　

‌�

廿
七
日
は
す
こ
し
う
ち
や
す
み
ぬ
れ
ば
、
宗
仲
が
寮
に
て
一
盞
な
ど
侍
り
き
。

廿
八
日
は
阿
弥
陀
寺
へ
招
請
あ
り
し
か
ば
、
ま
か
り
向
て
大
師
の
御
作
の
弁
才

天
な
ど
拝
見
、
た
う
と
く
な
ん
。
近
き
寺
の
風
呂
に
入
り
て
、
夕
つ
け
て
帰
る

ほ
ど
、
堺
の
浜
見
め
ぐ
り
て
、
光
明
院
に
か
へ
り
し
か
ば
、
宗
碩
、
京
よ
り
ま
う

で
き
て
、
帰
京
の
道
の
事
ど
も
申
し
と
ゝ
の
へ
ぬ
る
よ
し
申
し
侍
る
。
い
と
う
れ

し
く
な
む
。

　
　

‌�

廿
九
日
、
高
野
参
詣
の
前
よ
り
廿
首
題
を
く
ば
り
た
り
し
を
、
け
ふ
夢
庵
に
て

と
り
か
さ
ぬ
べ
き
よ
し
あ
り
し
か
ば
、
か
し
こ
に
ま
か
り
て
侍
り
し
に
、
歌
舞

に
お
よ
び
て
そ
の
興
あ
さ
か
ら
ず
。

　
　
　
　

旅
宿
郭
公

　
　
　

‌�

い
ざ
と
い
ひ
て
都
の
つ
と
に
草
枕
さ
そ
は
ま
ほ
し
き
ほ
と
ゝ
ぎ
す
か
な

　
　
　
　

江
上
眺
望

　
　
　

‌�

漕
ぎ
か
へ
り
入
江
の
船
の
夕
波
に
さ
か
ひ
し
ら
る
ゝ
を
の
が
う
ら
く

　
　
　
　

寄
二
軸
木
一
恋　

但
此
歌
遣
宗
碩
令
書
之
了
。

　
　
　

宮
木
ひ
く
声
に
こ
た
ふ
る
山
ひ
こ
も
我
う
ち
わ
び
て
な
く
は
し
ら
ず
や

　
　

‌�

五
月
朔
日
、
光
鎮
と
い
ふ
も
の
連
歌
興
行
す
べ
き
よ
し
頻
り
に
申
し
侍
し
か

ば
、
光
明
院
に
て
一
座
あ
り
し
に
、

　
　
　

浜
松
の
名
に
や
こ
た
へ
し
ほ
と
ゝ
ぎ
す

　
　
　

み
じ
か
夜
お
し
き
浦
な
み
の
こ
ゑ　
　
　
　
　
　

牡
丹
花

　
　
　

す
ゝ
し
さ
を
光
に
月
は
秋
立
ち
て　
　
　
　
　
　

宗
碩

　

こ
の
後
、
「
二
日
、
堺
を
た
ち
て
住
吉
に
ま
う
で
ゝ
」
と
あ
っ
て
、
実
隆
は
迎
え
に

来
た
宗
碩
と
帰
洛
す
る
。
右
の
『
高
野
参
詣
日
記
』
を
見
る
と
、
二
七
日
は
高
野
参
詣

の
疲
れ
を
癒
や
し
て
宗
仲
が
寮
で
酒
を
飲
み
、
二
八
日
は
阿
弥
陀
寺
で
弘
法
大
師
作

と
い
う
弁
財
天
を
拝
見
し
、
近
く
の
寺
で
風
呂
に
入
り
、
浜
辺
を
散
策
し
た
。
こ
の

風
呂
は
堺
の
名
物
の
塩
湯
で
あ
ろ
う
。
こ
の
日
、
京
都
よ
り
宗
碩
が
下
向
し
た
。
実

隆
の
上
洛
を
迎
え
る
た
め
で
あ
る
。
二
九
日
に
は
高
野
山
に
出
発
前
に
歌
題
を
出
し

て
お
い
た
二
十
首
の
続
歌
が
肖
柏
の
夢
庵
で
行
わ
れ
た
。
歌
題
は
「
旅
宿
郭
公
」
「
江

上
眺
望
」
「
寄
二
軸
木
一
恋
」
ほ
か
、
短
冊
に
は
宗
碩
が
題
を
書
い
た
。

　

五
月
一
日
に
は
実
隆
の
宿
所
の
光
明
院
で
百
韻
連
歌
が
行
わ
れ
た
。
写
本
が
現
存

す
る
の
で
、
初
折
表
八
句
を
挙
げ
る
。注

６

　
　
　
　
　
　
　

何　

船

　
　
　

浜
松
の
名
に
や
こ
た
へ
し
郭
公	

雪
（
実
隆
の
一
字
名
）

　
　
　

み
し
か
夜
お
し
き
浦
波
の
声	

肖
柏

　
　
　

涼
し
さ
を
ひ
か
る
ゝ
月
に
秋
立
ち
て	

宗
碩

　
　
　

夕
露
わ
く
る
片
岡
の
末	

光
鎮

　
　
　

虫
の
音
に
野
辺
の
宿
り
や
頼
る
ら
ん	

周
桂

　
　
　

薄
う
ち
ち
る
風
の
寒
け
さ	

重
吟

　
　
　

残
る
日
は
衣
手
薄
み
移
ろ
ひ
て	

宗
碩

　
　
　

結
ほ
ゝ
れ
行
く
庭
の
初
霜	

雪
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（
以
下
略
）

  
こ
の
百
韻
連
歌
は
、
四
句
目
を
詠
む
光
鎮
が
連
歌
会
の
準
備
を
し
、
費
用
を
持
つ
興

行
主
で
あ
る
。
「
光
鎮
と
い
ふ
も
の
」
と
あ
る
の
が
い
か
に
も
実
隆
に
と
っ
て
初
め

て
会
っ
た
人
物
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
前
内
大
臣
の
実
隆
や
肖
柏
･
宗
碩
と

い
っ
た
一
流
人
を
一
座
に
加
え
た
連
歌
に
は
か
な
り
の
謝
礼
が
な
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

堺
衆
の
経
済
力
が
窺
わ
れ
る
。
前
に
実
隆
を
高
野
山
に
案
内
し
た
宗
珀
や
堺
に
戻
っ

た
翌
日
、
実
隆
に
一
盞
を
勧
め
た
宗
仲
た
ち
は
、
堺
に
居
住
し
て
い
る
肖
柏
の
許
に
出

入
り
し
、
和
歌
や
連
歌
の
仲
間
で
あ
り
、
弟
子
で
あ
る
。

　

こ
の
仲
間
や
弟
子
と
の
交
わ
り
は
、
当
時
の
、
中
世
末
期
の
他
の
場
所
と
は
異
な

る
特
徴
が
あ
っ
た
。
そ
の
交
わ
り
に
は
職
業
や
身
分
や
種
々
雑
多
な
人
々
が
集
ま
っ

た
。
そ
こ
に
中
世
都
市
堺
の
特
徴
が
あ
る
。
肖
柏
と
同
じ
頃
、
場
所
も
堺
と
摂
津
の

池
田
と
い
う
、
全
く
同
じ
処
に
居
住
し
た
招
月
庵
正
広
の
歌
集
『
松
下
集
』
よ
り
池

田
と
堺
の
歌
会
に
集
ま
る
人
々
を
比
較
し
て
、
堺
の
特
徴
を
考
え
て
み
た
い
。

正
広
の
歌
集

『
松
下
集
』

招
月
庵
正
広
は
肖
柏
と
同
時
代
の
歌
僧
で
あ
る
。
応
永
一
九

年
（
一
四
一
二
）
生
ま
れ
、
室
町
時
代
前
期
の
代
表
的
な
歌
人

正
徹
に
師
事
し
、
一
条
兼
良
や
細
川
勝
元
･
能
登
守
護
畠
山
義
忠
ら
と
親
交
を
持

ち
、
長
享
三
年
（
一
四
五
九
）
正
徹
没
後
、
招
月
庵
を
継
承
し
、
寬
正
五
年

（
一
四
六
四
）
に
は
大
内
教
弘
に
招
か
れ
て
周
防
･
筑
紫
を
旅
し
て
い
る
。
応
仁
元
年

（
一
四
六
七
）
応
仁
の
乱
が
勃
発
す
る
と
南
都
や
大
和
の
長
谷
寺
に
住
み
、
美
濃
の
斎

藤
妙
椿
や
駿
河
の
今
川
氏
・
能
登
の
畠
山
氏
を
訪
ね
た
。
文
明
一
一
年
（
一
四
七
九
）

堺
北
庄
の
金
光
寺
に
住
み
、
長
享
年
間
（
一
四
八
七
～
八
九
）
摂
津
の
国
人
領
主
池
田

氏
を
頼
っ
て
池
田
に
も
庵
を
持
ち
、
堺
･
池
田
･
京
都
を
常
に
往
復
し
た
。
没
年
は

明
応
三
年
（
一
四
九
四
）
八
二
歳
で
あ
っ
た
。

　

正
広
に
は
国
会
図
書
館
本
の
歌
集
『
松
下
集
』
六
冊
が
あ
っ
て
、
こ
の
内
、
第
一
冊

･
第
四
冊
･
第
五
冊
は
日
次
詠
草
で
、
第
一
冊
は
応
永
三
一
年
（
一
四
二
四
）
～
文
明

一
四
年
（
一
四
八
二
）
、
第
四
冊
は
文
明
一
五
年
～
延
徳
元
年
（
一
四
八
九
）
、
第
五

冊
は
延
徳
二
年
～
明
応
二
年
（
一
四
九
三
）
の
歌
で
あ
る
、
第
二
冊
･
第
三
冊
･
第

六
冊
は
四
季
･
恋
･
雑
の
部
立
詠
草
で
あ
る
。
こ
の
内
、
日
次
詠
草
の
詞
書
き
に
は

歌
会
の
年
月
日
や
一
座
の
顔
ぶ
れ
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
池
田
に
お
け
る
歌
会

と
堺
に
お
け
る
歌
会
の
詞
書
き
を
挙
げ
て
比
較
し
て
み
た
い
。
第
四
冊
の
長
享
二
年

（
一
四
八
八
）
の
一
年
を
見
る
。
各
詞
書
き
の
頭
に
「
池
田
」
「
堺
」
と
印
を
付
け
る
。

（
長
享
二
年
）

　
池田

二
月
四
日
、
池
田
若
狭
守
正
種
か
た
よ
り
迎
来
た
る
に
ま
か
り
侍
る

　
池田

同
六
日
、
兵
庫
助
正
盛
す
ゝ
め
に
て
一
座
あ
り
し

　
池田

九
日
、
民
部
丞
綱
正
す
ゝ
め
に
て
三
首
う
た
合
に

　
池田

十
五
日
、
藤
原
正
種
す
ゝ
め
に
て
う
た
合
あ
り
し
に 

（
池
田
氏
は
藤
原
を
称
す
）

　
堺
（
二
月
）
廿
七
日
、
引
摂
寺
但
寮
に
て

　
堺 

三
月
三
日�

、
人
に
さ
そ
は
れ
て
、
浦
の
し
ほ
ひ
を
見
侍
て
、
か
へ
さ
に
観
乗
と
云

人
の
と
こ
ろ
に
て
一
座
あ
り
し
に

　
堺 

九
日
、
草
庵
会
に

　
堺 

二
十
二
日
、
引
摂
寺
月
次
三
首
に

　
堺 
卯
月
廿
日
、
細
川
阿
州
よ
り
す
ゝ
め
給
ふ

　
堺 

五
月
十
三
日
、
引
摂
寺
の
う
た
合
に

　
堺 

廿
九
日
、�
本
国
寺
住
持
日
円
、
堺
の
末
寺
成
就
寺
へ
下
ら
れ
侍
に
見
参
し
、
短
冊
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を
出
し
、
一
首
所
望
に

　
池田
（
七
月
）�

九
日
、
池
田
若
狭
か
た
よ
り
む
か
ひ
来
て
下
侍
る
、
同
名
彦
次
郞
正
誠

過
し
二
日
死
去
、
中
陰
の
う
ち
に
、
名
号
歌
三
十
六
首
す
ゝ
め
ら
れ
し

　

  

廿
三
日
に
、
さ
か
い
の
草
庵
へ
か
へ
り
侍
る

　
堺

八
月
十
五
夜
、
人
々
来
て
一
座
あ
り
し
に

　
堺 

廿
日
、
草
庵
月
次
に

　
池田

九
月
十
日�

、
池
田
若
狭
守
方
よ
り
、
可
来
と
て
む
か
ひ
あ
り
、
同
十
一
日
、
京
よ

り
飛
鳥
井
新
中
納
言
宋
世
、
上
原
豊
前
守
、
そ
の
外
あ
ま
た
同
道
あ
り

て
若
狭 

所
へ
下
給
ふ
、
十
三
日
、
三
十
首
続
歌
あ
り
し
中
に

　
堺 

十
月
六
日
、
引
摂
寺
月
次
六
月
分
歌
合
沙
汰
有
に

　
堺 

十
四
日
、
宗
椿
す
ゝ
め
に
て

　
堺 

廿
四
日
、
草
庵
へ
か
へ
り
侍
る

　
堺 

十
一
月
七
日
、
引
摂
寺
月
次
当
座
褒
貶

　
堺 

八
日
、
細
川
阿
州
よ
り
法
楽
と
て
題
を
給
は
る

　
堺 

廿
八
日
、
草
庵
月
次
当
座
褒
貶
の
う
た
に

　
堺 

十
二
月
十
日
、
引
摂
寺
月
次
う
た
合
に

　

以
上
、
『
松
下
集
』
の
詞
書
き
よ
り
池
田
と
堺
に
お
け
る
正
広
の
歌
会
を
見
た
。

池
田
の
場
合
、
正
広
出
座
の
歌
会
は
総
て
国
人
領
主
池
田
氏
に
関
わ
る
会
で
あ
り
、

池
田
氏
同
名
の
人
々
で
あ
る
。
九
月
十
日
の
歌
会
に
は
公
家
の
飛
鳥
井
新
中
納
言
宋

世
や
管
領
細
川
氏
の
被
官
上
原
豊
前
守
と
同
座
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
若
狭
所
へ

下
給
ふ
」
都
の
客
人
で
あ
っ
て
、
有
馬
の
湯
に
で
も
旅
行
の
途
中
に
池
田
に
立
ち
寄
っ

た
の
か
も
知
れ
な
い
。
池
田
若
狭
守
正
種
が
正
広
を
呼
び
寄
せ
て
飛
鳥
井
宋
世
や
上

原
豊
前
守
を
歓
迎
す
る
歌
会
を
催
し
た
の
で
あ
る
。
七
月
九
日
の
場
合
は
、
過
日
死

去
し
た
同
名
正
誠
の
追
悼
名
号
歌
三
十
六
首
歌
の
献
詠
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
池
田

に
あ
っ
て
は
正
広
は
池
田
氏
専
属
の
歌
人
と
い
え
よ
う
。

　

と
こ
ろ
が
堺
に
お
い
て
は
趣
が
異
な
る
。
歌
会
の
会
場
は
、
引
摂
寺
･
正
広
の
草

庵
･
日
蓮
宗
の
成
就
寺
、
詠
歌
の
趣
旨
も
和
泉
守
護
の
細
川
阿
波
守
頼
久
主
催
の
歌

会
や
法
楽
歌
会
･
引
摂
寺
月
次
の
歌
合
わ
せ
･
宗
椿
依
頼
と
様
々
で
あ
る
。
宗
椿
は

肖
柏
の
歌
集
『
春
夢
草
』
（
『
新
編
国
歌
大
観
』
第
八
巻 

歌
集 

角
川
書
店
）
に
、

宗
椿
法
師
む
な
し
く
成
ぬ
る
よ
し
聞
侍
し
、
何
事
に
も
心
あ
り
し
人
に
て
…
…

抑
此
人
和
歌
の
道
に
ふ
か
く
心
を
い
れ
て
、
源
氏
物
語
を
書
る
事
廿
部
に
を
よ

べ
り
、
世
に
た
ぐ
ひ
な
き
こ
と
ゝ
覚
侍
り
、
そ
の
外
わ
か
の
草
紙
筆
を
さ
し
を

く
事
も
な
か
り
き
、
に
は
か
わ
づ
ら
ふ
こ
と
に
て
な
く
成
侍
、
そ
の
き
は
ま
で

彼
物
語
を
書
け
る
が
、
あ
さ
が
ほ
の
巻
に
い
た
り
て
う
せ
に
し
よ
し
…
…

と
あ
る
人
物
で
あ
る
。
『
明
翰
抄
』
第
四
一 

堺
連
歌
師
（
続
群
書
類
従
三
一
輯
下 

続

群
書
類
従
完
成
会
）
に
も
、

　
　

宗
椿 

同
（
肖
柏
門
弟
）、
坂
東
屋
連
歌
中
源
氏
物
語
朝
貌
ノ
巻
書
ナ
カ
ラ
死

と
あ
る
。
「
坂
東
屋
」
と
い
う
屋
号
の
堺
衆
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

  

長
享
二
年
の
一
年
だ
け
の
例
で
は
あ
る
が
、
池
田
と
堺
で
は
正
広
の
許
に
集
ま
る
和

歌
の
同
好
者
の
顔
ぶ
れ
も
こ
の
よ
う
に
違
う
。
堺
で
は
様
々
な
人
々
、
武
士
を
は
じ

め
、
僧
侶
や
商
人
の
堺
衆
た
ち
で
あ
る
。

牡
丹
花
肖
柏

と
堺
伝
受

正
広
と
同
じ
頃
、
前
の
『
高
野
参
詣
日
記
』
で
見
た
よ
う
に
、
池

田
か
ら
堺
に
移
っ
た
歌
人
に
肖
柏
が
い
た
。
肖
柏
は
、
権
大
納
言

中
院
通
淳
の
側
室
の
子
で
、
父
が
早
く
亡
く
な
っ
た
の
で
、
兄
通
秀
に
養
育
さ
れ
た
。
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通
秀
に
は
『
十
輪
院
内
府
記
』
と
い
う
日
記
が
あ
り
、
肖
柏
の
記
事
も
散
見
す
る
。

肖
柏
は
「
牡
丹
花
肖
柏
」
と
呼
ば
れ
、
別
号
に
「
夢
庵
」
が
あ
る
。
歌
集
に
『
春
夢

草
』
、
句
集
に
も
同
名
の
『
春
夢
草
』
が
あ
る
。
歌
集
は
部
立
詠
草
を
中
心
に
編
集
さ

れ
て
い
る
の
で
、
前
述
の
『
松
下
集
』
の
日
次
詠
草
の
よ
う
に
歌
会
の
時
期
や
場
所
･

参
加
者
は
詳
し
く
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
『
松
下
集
』
と
同
じ
よ
う
に
池
田
で
は
国

人
領
主
池
田
氏
と
関
わ
る
歌
会
、
堺
で
は
か
な
り
開
放
的
な
、
職
業
や
身
分
に
囚
わ

れ
な
い
歌
会
が
行
わ
れ
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。
前
に
三
条
西
実
隆
の
『
高
野
参
詣

日
記
』
を
見
た
が
、
都
へ
の
帰
途
、
堺
で
実
隆
を
接
待
し
、
歌
会
･
連
歌
会
を
催
し
た

人
々
は
堺
に
お
け
る
肖
柏
の
門
弟
た
ち
で
あ
ろ
う
。

　

実
隆
の
高
野
参
詣
に
随
行
し
た
堺
衆
の
宗
珀
に
つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
前
期
に
成

立
し
た
『
顕
伝
明
名
録
』
（
政
宗
敦
夫
編 

日
本
古
典
全
集 

昭
13
）
に
、

　
　

牡
丹
香
花
的
伝
弟
子
、
堺
連
歌
師
、
伊
予
屋
、
古
今
伝
授

と
あ
っ
て
、
「
伊
予
屋
」
と
い
う
商
人
の
堺
衆
で
、
肖
柏
か
ら
「
古
今
伝
授
」
を
受
け

た
と
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
堺
伝
受
で
あ
る
。
堺
伝
受
の
初
期
的
な
資
料
で
あ
る
。

戦
国
期
、

堺
年
譜

ま
と
め
に
代
え
て
戦
国
期
、
応
仁
の
乱
（
応
仁
元
年
、

一
四
六
七
）
か
ら
元
和
偃
武
（
元
和
元
年
、
一
六
一
五
）
ま
で
の
堺

を
中
心
に
年
表
に
纏
め
て
お
き
た
い
。
な
お
ゴ
シ
ッ
ク
の
算
用
数
字
は
月
を
表
す

（
○
の
数
字
は
閏
月
）
、
ま
た
本
稿
で
扱
っ
た
事
柄
も
ゴ
シ
ッ
ク
で
記
し
た
。

応
仁
元
年
一
四
六
七　
　

‌�

５
応
仁
の
乱
勃
発
、

文
明
元
年
一
四
六
九　
　

‌�

第
七
次
遣
明
船
（
寛
正
六
年
一
四
六
九
日
本
出
航
の
勘
合
貿
易

船
）
帰
国
、

文
明
五
年
一
四
七
三　
　

‌�

３
山
名
宗
全
没
、
５
細
川
勝
元
没
、

文
明
八
年
一
四
七
六　
　

‌�

４
第
一
三
次
遣
明
船
、
応
仁
乱
の
影
響
で
瀬
戸
内
海
を
避
け
、
土

佐
沖
を
迂
回
、
こ
の
時
、
湯
川
宣
阿
の
請
負
、

　

一
五
年
一
四
八
三　
　

‌�

４
第
一
四
次
遣
明
船
、
甘
露
寺
親
長
弟
取
龍
首
座
乗
船
、
６
『
大

乗
院
寺
社
雑
事
記
』
に
堺
の
福
天
、
入
京
の
噂
の
記
事
、

明
応
二
年
一
四
九
三　
　

‌�

３
第
一
五
次
遣
明
船
、
④
細
川
政
元
、
将
軍
義
材
を
追
放
（
明
応

の
政
変
）
、

明
応
九
年
一
五
〇
〇　
　

‌�

10
後
柏
原
天
皇
践
祚
、

永
正
五
年
一
五
〇
八　
　

‌�

６
足
利
義
尹
、
周
防
よ
り
入
京
、
義
尹
将
軍
、
細
川
高
国
管
領
、

大
内
義
興
と
両
京
兆
体
制
成
立
、

永
正
八
年
一
五
一
一　
　

‌�

８
細
川
政
賢
入
京
、
細
川
高
国
･
大
内
義
興
京
都
奪
還
（
船
岡
山

合
戦
）

大
永
三
年
一
五
二
三　
　

‌�

４
大
内
船
と
細
川
船
が
寧
波
で
抗
争

大
永
四
年
一
五
二
四　
　

‌�

４
三
条
西
実
隆
高
野
参
詣
、
途
中
堺
で
肖
柏
ら
の
歓
迎
を
受
け
る
、

大
永
六
年
一
五
二
六　
　

‌�

４
後
奈
良
天
皇
践
祚
、

天
文
一
二
年
一
五
四
三　

‌�

８
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
種
子
島
漂
着
し
、
鉄
砲
伝
来
、

天
文
一
八
年
一
五
四
九　

‌�

７
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
＝
ザ
ビ
エ
ル
鹿
児
島
に
着
く
、

弘
治
三
年
一
五
五
七　
　

‌�


10
正
親
町
天
皇
践
祚
、

永
禄
三
年
一
五
六
〇　
　

‌�

２
三
好
長
慶
、
飯
盛
城
入
城
、

永
禄
四
年
一
五
六
一　
　

‌�

ガ
ス
パ
ル
＝
ヴ
ィ
レ
ラ
書
簡
に
堺
は
「
ベ
ニ
ス
市
の
如
く
…
…
」

永
禄
五
年
一
五
六
二　
　

‌�

ガ
ス
パ
ル
＝
ヴ
ィ
レ
ラ
書
簡
「
他
の
諸
国
に
お
い
て
動
乱
あ
る
も
…
」

永
禄
七
年
一
五
六
四　
　

‌�

７
三
好
長
慶
、
飯
盛
城
で
没
、
三
年
間
秘
す
、

永
禄
八
年
一
五
六
五　
　

‌�
５
三
好
儀
継
･
松
永
久
通
、
足
利
輝
将
軍
殺
害
、
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永
禄
九
年
一
五
六
六　
　

‌�

新
川
盛
政
誕
生
、

永
禄
一
一
年
一
五
六
八　

‌�

９
織
田
信
長
、
足
利
義
昭
を
擁
立
し
入
京
、
10
信
長
、
堺
に
二
万

貫
の
矢
銭
要
求
、
10
義
昭
征
夷
大
将
軍
、

天
正
元
年
一
五
七
三　
　

‌�
４
武
田
信
玄
没
、
７
信
長
、
京
都
よ
り
義
昭
を
追
放
（
室
町
幕
府

滅
亡
）
、
８
信
長
、
越
前
朝
倉
義
景
･
近
江
浅
井
長
政
を
討
つ
、

天
正
三
年
一
五
七
五　
　

‌�

４
信
長
、
大
坂
（
石
山
）
本
願
寺
攻
撃
、

天
正
七
年
一
五
七
九　
　

‌�

５
信
長
、
安
土
城
に
移
る
、

天
正
八
年
一
五
八
〇　
　

‌�

３
本
願
寺
顕
如
紀
伊
雑
賀
に
退
去
、
８
本
願
寺
教
如
雑
賀
に
退
去
、

天
正
一
〇
年
一
五
八
二　

‌�

４
信
長
、
武
田
勝
頼
を
討
つ
、
６
明
智
光
秀
、
信
長
を
討
つ
（
本

能
寺
の
変
）
、
光
秀
没
、

天
正
一
一
年
一
五
八
三　

‌�

４
羽
柴
秀
吉
、
柴
田
勝
家
を
討
つ
、
７
本
願
寺
顕
如
・
教
如
、
紀
州

よ
り
和
泉
貝
塚
移
動
、

天
正
一
二
年
一
五
八
四　

‌�

３
根
来
･
雑
賀
衆
、
岸
和
田
･
堺
攻
撃
、
盛
政
初
陣
、
４
秀
吉
･

徳
川
家
康
対
立
（
小
牧
長
久
手
の
合
戦
）
、

天
正
一
三
年
一
五
八
五　

‌�

３
秀
吉
、
根
来
･
雑
賀
攻
め
、
以
後
、
盛
政
は
じ
め
新
川
氏
、
羽

柴
（
豊
臣
）
秀
長
に
従
う
、
５ 

本
願
寺
顕
如
、
天
満
へ
移
動
、
８

長
曾
我
部
元
親
、
秀
吉
に
降
伏
、

天
正
一
四
年
一
五
八
六　

‌�

11
後
陽
成
天
皇
践
祚
、
12
秀
吉
、
太
政
大
臣
･
豊
臣
姓
を
賜
う
、

天
正
一
五
年
一
五
八
七　

‌�

５
島
津
義
久
、
秀
吉
に
降
伏
（
九
州
攻
め
）
、

天
正
一
六
年
一
五
八
八　

‌�

４
後
陽
成
天
皇
聚
楽
第
行
幸
、

天
正
一
八
年
一
五
九
〇　

‌�

７
北
条
氏
、
秀
吉
に
降
伏
（
小
田
原
攻
め
）
、
陸
奥
･
出
羽
平
定

（
全
国
統
一
）
、
８
徳
川
家
康
、
関
東
入
部
、

天
正
一
九
年
一
五
九
一　

‌�

２
秀
吉
の
命
に
よ
り
千
利
休
自
刃
、

文
禄
元
年
一
五
九
二　
　

‌�

１
朝
鮮
出
兵
（
文
禄
の
役
）
、

文
禄
三
年
一
五
九
四　
　

‌�

３
秀
吉
、
吉
野
･
高
野
参
詣
、

文
禄
四
年
一
五
九
五　
　

‌�

７
秀
吉
の
命
に
よ
り
秀
次
自
刃
、

慶
長
元
年
一
五
九
六　
　

‌�

⑦
京
都
大
地
震
、
９
明
と
の
講
和
決
裂
、

慶
長
二
年
一
五
九
七　
　

‌�

１
朝
鮮
出
兵
（
慶
長
の
役
）
、

慶
長
三
年
一
五
九
八　
　

‌�

２
新
川
盛
政
ら
蟻
通
明
神
法
楽
連
歌
、
玉
津
島
法
楽
和
歌
ほ
か
、

８
秀
吉
没
、
朝
鮮
よ
り
撤
兵
、

慶
長
四
年
一
五
九
九　
　

‌�

９
家
康
、
伏
見
よ
り
大
坂
城
に
入
る
、

慶
長
五
年
一
六
〇
〇　
　

‌�

８
新
川
盛
政
ら
十
五
夜
宴
歌
合
、
９
関
ヶ
原
の
合
戦
、
新
川
盛

政
、
東
軍
（
徳
川
方
）
に
出
陣
、

慶
長
八
年
一
六
〇
三　
　

‌�

２
家
康
征
夷
大
将
軍
と
な
り
江
戸
幕
府
開
闢
、
７
秀
頼
と
千
姫
結

婚
、

慶
長
一
六
年
一
六
一
一　

‌�

２
新
川
盛
政
ら
駿
府
で
家
康
に
拝
謁
、
３
家
康
･
秀
頼
会
見
、

慶
長
一
九
年
一
六
一
四　‌

�

11
大
坂
冬
の
陣
、

元
和
元
年
一
六
一
五　
　

‌�

５
大
坂
夏
の
陣
（
元
和
偃
武
）
、

な
お
新
川
盛
政
の
没
年
は
元
和
八
年
一
六
二
三

、五
七
歳
、元
和
偃
武
よ
り
八
年
後
で
あ
っ
た
。
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注１　

‌�
小
髙
道
子
「
相
伝
と
伝
受
―
古
今
伝
受
の
表
記
を
め
ぐ
っ
て
―
」
中
京
大
学
文

学
部
紀
要
41 

平
19
・
3
ほ
か
。

２　

‌�

岡
見
正
雄
「
室
町
ご
こ
ろ
」
京
都
大
学
『
国
語
国
文
』
昭
26
・
11
（
『
室
町
ご
こ

ろ
』
角
川
書
店 
昭
53
）

３　

‌�

大
利
直
美
･
鶴
﨑
裕
雄
「
大
乗
院
尋
尊
と
中
世
都
市
堺
」
『
大
乗
院
寺
社
雑
事

記
研
究
論
集
』
第
二
巻 
平
15
。
『
大
乗
院
寺
社
雑
記
』
中
、
堺
に
関
す
る
記
事

は
一
一
五
カ
処
以
上
に
及
ぶ
。

４　

‌�

文
明
一
五
年
度
の
遣
明
船
の
取
龍
乗
船
に
つ
い
て
は
、
小
葉
田
淳
『
中
世
日
支

通
交
貿
易
史
の
研
究
』
（
刀
江
書
院 
昭
16
）
が
最
も
古
い
基
本
的
な
研
究
と
い

え
よ
う
。
さ
ら
に
、
今
泉
淑
夫
『
東
語
西
話
室
町
文
化
寸
描
』
「
江
南
院
龍
霄
」

吉
川
弘
文
館 

平
６
。
伊
藤
幸
司
『
中
世
日
本
の
外
交
と
禅
宗
』
吉
川
弘
文
館 

平

14
。
最
近
で
は
末
柄
豊
「
東
山
御
文
庫
に
残
さ
れ
た
足
利
義
政
女
房
奉
書
に
つ

い
て
―
文
明
十
五
年
度
の
遣
明
船
と
取
龍
首
座
と
に
関
す
る
一
史
料
―
」
（
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
成
果
報
告
書 

平
20
・
１
）
に
詳
し
い
。

５　

‌�

鶴
﨑
裕
雄
「
堺
、
塩
風
呂
と
連
歌
―
三
条
西
実
隆
「
高
野
山
道
の
記
」
に
見
る

都
市
の
一
面
―
」
大
阪
歴
史
学
会
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
100 

昭
58
・
９
。
鶴
﨑
裕
雄

「
文
学
に
見
る
中
世
都
市
堺
の
残
像
」
関
西
大
学
『
な
に
わ
･
大
阪
文
化
遺
産

学
研
究
セ
ン
タ
ー
２
０
０
７
』
平
20
・
３
ほ
か
。

６　

‌�

こ
の
連
歌
百
韻
の
写
本
は
静
嘉
堂
文
庫
（
連
歌
集
書
三
一
）
･
大
阪
天
満
宮
文

庫
・
天
理
大
学
図
書
館
綿
屋
文
庫
に
あ
る
。

７　

‌�

翻
刻
に
は
『
私
家
集
大
成
』
６
中
世
Ⅳ
（
明
治
書
院 

昭
51
）
と
『
新
編
国
歌
大

観
』
８
（
角
川
書
店 

平
２
）
が
あ
る
。
本
稿
は
『
私
家
集
大
成
』
に
よ
る
。

　

前
号
（
調
査
研
究
報
告　

第
36
号
）
の
鶴
﨑
裕
雄
「
「
新
川
盛
政
駿
河
下
向
記
」

の
史
料
的
研
究
―
中
庄
新
川
家
文
書
研
究
会
報
告
―
」
に
記
し
た
よ
う
に
、
中
庄
新

川
家
文
書
の
調
査
を
機
に
鶴
﨑
・
山
村
・
近
藤
・
大
利
が
新
川
家
文
書
の
研
究
会
を

発
足
さ
せ
た
。
そ
れ
に
住
吉
大
社
・
玉
津
島
仁
社
に
奉
納
の
古
今
伝
受
後
に
各
五
十

首
和
歌
見
学
を
機
に
、
小
髙
が
調
査
及
び
研
究
会
に
参
加
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
新
川

家
伝
来
の
古
今
和
歌
集
聞
書
が
「
堺
伝
受
」
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

本
報
告
に
は
、
山
村
規
子
は
翻
刻
の
下
準
備
に
協
力
し
、
近
藤
孝
敏
は
歴
史
研
究

の
立
場
か
ら
各
論
に
有
効
な
示
唆
を
与
え
た
。
ま
た
山
村
は
泉
佐
野
市
中
庄
の
新
川

家
旧
地
や
、
蟻
通
神
社
・
玉
津
島
神
社
の
現
在
調
査
を
行
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
小

髙
の
参
加
に
よ
っ
て
研
究
会
は
昨
年
に
続
い
て
、
今
回
の
よ
う
な
報
告
を
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
も
う
一
つ
記
し
て
お
き
た
い
の
は
、
小
髙
を
中
心
に
昨
年
（
平
成
二
十
八

年
）
十
二
月
、
住
吉
大
社
に
お
い
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
歌
神
と
古
今
伝
受
」
を
行
な
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
改
め
て
国
文
学
研
究
資
料
館
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。


